
主催 :大日本住友製薬株式会社

2022年 2月 24日 （木）
19:00 ～ 19:45

日 時

座 長

特別講演

形 式

DUAL Seminar
in 神戸

ラ イ ブ
配 信

※ 講演会名 の 「 D U A L 」 は イ メ グ リ ミ ン の 特 徴 で あ る D u a l M o d e o f A c t i o n （ 膵作用 と 膵 外 作 用 の 両 方 を 併 せ 持 つ ） よ り 命 名 し て お り ま す 。

琉球大学大学院医学研究科

内分泌代謝・血液・膠原病内科学講座 （第二内科）

教授 益崎 裕章 先生

神戸市立医療センター中央市民病院 糖尿病・内分泌内科

部長 松岡 直樹 先生

糖尿病におけるミトコンドリア機能異常と

治療の新展開

完全オンライン形式 （Zoomウェビナー）

※ご視聴方法は次ページ以降をご参照ください



■ 抄録

”ミトコンドリア糖尿病” の病態からも良く知られているように、ミト
コンドリア機能の病的低下は糖尿病を惹起します。ミトコンドリアは
電子伝達系を介するATP（エネルギー）産生、活性酸素の産生と感
染防御、カルシウムイオンの貯蔵など重要な生体機能を担うオルガ
ネラであり、その機能不全は 膵β細胞や心筋、骨格筋、肝臓、中枢・
末梢神経系など、特に大量のエネルギーを必要とする臓器・細胞に
おいて甚大な悪影響を及ぼします。ミトコンドリア機能は加齢で生理
的に低下するほか、慢性の高血糖や慢性の炎症環境に曝されること
によって著明に減弱し、過剰な活性酸素（ROS）を生み出してβ細
胞やインスリン作用臓器群の機能低下を招来し（ブドウ糖毒性）、異
所性脂肪の蓄積にも関与します（脂肪毒性）。

本講演ではミトコンドリアへの作用が想定されるツイミーグのポジ
ショニングや期待を踏まえ、これからの糖尿病診療の動向を展望し
てみたいと思います。

益崎 裕章 先生

琉球大学大学院医学研究科

内分泌代謝・血液・膠原病内科学講座

（第二内科） 教授

■ ご略歴

1989年［平成元年］3月：京都大学 医学部 卒業

1996年3月： 京都大学 大学院 医学研究科 博士課程修了、医学博士（分子医学専攻）

1999年10月：京都大学 医学部 第二内科 助手

2000年4月： ハーバード大学 医学部 招聘博士研究員・客員助教授

（Co:医学部長Jeffrey Flier教授）

2008年7月： 京都大学 内分泌代謝内科 （旧 第二内科） 講師

2009年［平成21年］10月：

琉球大学 大学院 医学研究科 内分泌代謝・血液・膠原病 内科学講座 (第二内科) 教授

2014年［平成26年］1月：琉球大学医学部附属病院 副病院長・栄養管理部長

2015年［平成27年］4月：琉球大学医学部 副医学部長

2016年［平成28年］10月：寄附講座『 糖尿病とがん 病態解析学講座 』教授 併任

講 演
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【申し込み用URL】

＜ご視聴方法＞

〇 上記の URL または 2次元コード にアクセスください。

〇 登録フォームより必要事項をご入力後、 登録ボタン を押してください。

＊ご入力いただくアドレスは、携帯キャリア（@docomo/@ezweb/@softbank等）
以外をご入力ください。画面が正しく表示されない場合がございます。

ご連絡いただく「個人情報」は本会運営の目的のみに使用させていただきます。

【以下、ご視聴用URLご案内メールの本文】

【申し込み用2次元コード】

〇 登録が完了しましたら数分後に事務局から下記メールをお届けします。
「 ここをクリックして参加 」にアクセス後、配信画面となります。

＊本会の開催について、リマインドメールをさせていただく場合がございます。

お申込みに関するご質問は下記連絡先までご連絡ください。
連絡先：大日本住友製薬（株） 2/24 DUALセミナー事務局
E-mail：masanori-nambu@ds-pharma.co.jp

https://zoom.us/webinar/
register/WN_r4EGh9JqRh
Cx5zKkCjiAgQ
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https://zoom.us/webinar/register/WN_r4EGh9JqRhCx5zKkCjiAgQ
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